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世
界
爲
替
政
策
の
若
干
特
徵
に
就
い
て

金.原賢
之
助

爲
替
統
制
の
蕭
義
及
び
範
圍 

本
稿
に
於
い
て
は
、
最
近
十
华
間
に
於
け
る
、
即
ち
經
濟
不
況
期
以
來
に
於
け
る
"
世
界
爲
替
政
策
上
に
現
は
れ
た
特
微
の
若
干
様 

相
を
概
觀
し
ょ
ぅ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
一
應
爲
替
政
策
の
意
義
を
述
べ
て
置
，、、

i

要
が
あ
る
。
蓋
'し
之
を
明
か
に
す
る
こ 

と
は
、
爲
替
政
策
の
範
圍
を
確
定
す
る
所
以
で
あ
り
、
又
從
つ
て
爲
替
政
策
の
親
代
的
特
徵
を
明
か
に
な
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

爲
替
政
策(

e
x
&
a
n
g
e

 

p
o
l
i
c
y
)

と
爲
替
統
制(

e
x
c
h
s
g
e

 control)

と
ば
、
通
例
吼
義
語
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ 

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
爲
替
相
場
に
對
し
て
何
等
か
の
影
響
を
與
へ
ん
と
す
る
政
策
で
あ
る
と
、
私
は
解
し
て
來
て
ゐ
る(

註
一〕

。 

ア
ィ
ン
チ
ヒ
は
爲
替
銃
制
の
意
義
.に
就
い
て
、
こ
の
語
を
屢
々
爲
替
管
理
又
は
制
限(

ロ 
&
目

戈

.Hestrictions)

と
同
一
意
義
に
用
ふ 

る
け
れ
ど
も
、
兩
者
は
決
し
て
同
一
範
疇
で
は
な
い
。
爲
替
管
理
は
爲
替
統
制
の
一
範
疇
に
屬
し
は
す
る
け
れ
ど
も
、
爲
替
統
制
は
そ 

れ
の
み
に
限
ら
れ
る
、も
の
で
は
な
い
と
な
し
、
爲
替
統
制
を
定
P
し
て
、「

爲
替
相
場
に
影
響
あ
る
諸
傾
向
に
干
渉
す
る
目
的
を
以
て
、
 

通
貨
當
局
者(

即
ち
政
府
、
中
央
銀
行
又
.は
特
に
そ
の
目
的
を
以
て
創
設
さ
れ
た
特
殊
機
關)

の
側
に
於
い
て
行
ふ
あ
ら
ゆ
る
形
式
の 

做
界
爲
稃
政
策
の
蓝
干
特
微
に
就
い
て 

七

九

(

六
八
五)



世
界
爲
昝
政
策
め
蓊
干
特
徵
に
就
い
て 

八
o 

(

六
八
六)

干
渉
で
、あ
る

」

A

5
つ
て
ゐ
る
6

5
。

こ
の
ア
ィ
ン
チ
ヒ
の
定
義
は
、
大
體
私
見
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

.
C

S)
拙
骜
翁
爲
替
ぃ
金
•銀』

昭
和
九
年
版
、
ー£
三
頁
。

■ 

.

(

訪 
ニ
} 

?

a
Einzig, Exchange Control, 1934,

t3
p
. 

2
0
.

と
こ
ろ
で
、
爲
濟
政
策
€
1肖
德
と
な
る
爲
替
相
場
な
る
も
の
は
”
周
知
の
通
り
、

一
國
貨
幣
と
他
國
貨
幣
と
の
交
換
比
率
で
あ
り
、 

之
を
爲
替
取
引
の
立
場
か
ら
み
杯
ば
、
自
國
資
金
を
以
て
外
國
資
金
を
賣
買
す
る
價
楮
で
あ
る
。
爲
替
相
場
が
斯
か
る
價
格
の
一
種
で 

あ
る
以
上
、
そ
の
變
動
は
外
.國
®

に
對
す
る
需
要
供
給
の
關
係
に
依
存
し
、
そ
の
需
給
の
均
衡
す
る
と
こ
ろ
.に
落
着
ぐ
も
の
で
あ
る 

と
言
へ
.る
。
隨
づ
て
、
外
國
眷
に
對
す
る
需
要
又
は
供
給
を
惹
起
し
又
.は
惹
起
し
得
る
現
象
は
、
す
べ
て
爲
替
相
場
に
影
響
を
及
ぼ 

し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
通
貨
、
物
價
、.金
利
、
貿
易
、
關
税
、
投
機
等
の
如
き
經
濟
的
條
件
は
固
ょ
り
、
政
治
-
外
交
、軍
事
、自
然
等 

の
如
き
經
濟
外
的
^

:
に
至
る
ま
で
，、
す
べ
て
之
に
屬
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
等
の
經
濟
的
並
に
經
濟
外
的
諸
現 

象
に
關
す
る
一
切
の
政
策
は
、
孰
れ
も
爲
替
相
場
に
對
し
て
多
か
れ
歡
か
れ
影
響
を
及
ぼ
し
#
る
わ
け
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
こ
れ
等
の 

政
策
は
、
す
べ
て
爲
替
政
策
に
包
含
さ
れ
る
か
と
い
ふ
に
、
勿
論
さ
ぅ
で
は
な
い
。
非
經
濟
政
策
は
固
ょ
り
問
題
外
で
あ
る
が
、
こ
れ 

等
の
政
策
の
ぅ
ち
-A
爲
替
相
場
に
與
へ
る
影
響
を
第
一
義
的
目
標
と
す
る
も
の
i
み
が
爲
替
政
策
に
包
含
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
爲
替 

相
場
に
對
す
る
影
響
が
從
た
る
結
梁
と
し
て
齎
ら
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
爲
替
政
策
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。

斯
く
ぐ
爲
#
政
.策
は
、
爲
場
に
對
す
る
影
響
を
第
一g

的
目
檩
と
し
て
ゐ
る
こ
と
が
そ
の
本
質
的
な
點
で
あ
っ
て
、
そ
の
影
響 

の
及
ぼ
し
方
が
、
寒
接
的
で
あ
る
か
、
或
は
間
接
的
な
過
程
.を
經
る
か
は
、爲
替
政
策
の
範
圍
を
確
定
す
る
本
質
的
な
條
评
で
は
な
い
。

そ
こ
で
爲
替
政
策
に
就
い
て
は
、
先
づ
ニ
っ
の
種
類
が
區
別
せ
ら
れ
る
0
即
ち(

一〕

固
有
の
爲
替
政
策
と
0

0
準
爲
替
政
策
で
，あ
る
0
 

固
有
の
爲
替
政
策
は
、
そ
の
爲
替
相
場
に
與
へ
る
影
響
が
直
接
的
で
あ
っ
て•

如
何
な
る
場
合
に
も
爲
替
政
策
と
し
て
取
扱
は
る
べ 

き
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
爲
替
相
場
へ
の
影
響
の
仕
方
が
直
接
的
で
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
、
斯
か
X
政
策
が
表
面
上
他
の
目
的
の
た
め 

に
執
ら
れ
た
場
合
に
も
、
之
を
爲
替
政
策
と
し
て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

準
爲
替
政
策
は
、
そ
の
爲
替
相
場
へ
の
影
響
の
仕
方
が
間
接
的
*
迂
囘
的
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
種
の
政
策
は
そ
の
實
施
さ 

れ
る
場
合
の
目
標
の
如
何
に
ょ
っ
て
、
爲
替
政
策
と
も
な
り
、
■又
他
の
經
濟
政
策
.と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
國
內
の
物 

價
政
策
は
爲
替
相
場
に
對
し
て
間
接
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
.物
價
の
變
動
又
は
維
持
を
目
的
と
し
て
行
は
れ
、 

ば
、
そ
の
場
合
に
は
爲
替
政
策
で
は
な
く
、
爲
替
相
場
へ
の
影
響
を
本
來
企
圖
し
て
ゐ
れ
ば
、
爲
替
政
策
と
な
る
の
で
あ
る
。
斯
様
に 

こ
の
種
の
政
策
は
、
爲
替
政
策
た
る
一
面
と
、
他
の
經
濟
政
策
た
る
反
面
と
も
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
從
つ
て
こ
の
種
の
政
策
に 

は
、
常
時
反
殽
爲
替
政
策
と
し
て
援
用
さ
れ
る
も
の
と
、
稀
れ
に
偶
發
的
に
爲
替
政
策
た
る
も
の
と
が
あ
り
得
る
。
勿
論
-
爲
替
政
策 

の
範
圍
を
明
示
す
る
場
合
に
擧
げ
ら
る
べ
き
も
の
は
* 

.
前
箸
に
屬
す
る
政
策
で
あ
る
0
 

爲
替
政
策
の
範
圍
に
就
い
て
は
、
も
ぅ
一
っ
考
虛
す
べ
き
制
約
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
爲
替
相
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
政
策
で
あ 

っ
て
も
、
爲
替
政
策
に
屬
す
る
も
の
は
通
貨
側
面
の
政
策
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
、
周
知
の
如
く
*
今
日
の
流
通
經
濟
は 

國
際
間
に
於
い
て
も
、
國
內
に
於
け
る
と
同
様
に
、
通
貨
0'
移
動
と
商
ロ
00
の
移
動
と
を
ニ
大
根
幹
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
爲
替
現 

象
は
そ
の
通
貨
.0
流
通
侧
茴
に
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
0
勿
論
斯
か
る
通
貨
の
流
通
は
、
.商
品
流
通
と
直
接
の
關
聯
な
く 

世
界
爲
替
政
饿
の
若
干
特
微
に
就
い
て 

八I 

C
K
A
t
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世
界
爲
替
政
策
の
若
干
特
徵
に
就
ぃ
て. 

..
‘

八
ニ 

(

六
八
八〕

し
て
も
起
る
の
で
あ
る
が
、
又
商
品
流
通
の
反
面
と
し
て
隨
伴
す
る
こ
と
が
頗
る
多
い
の
み
な
ら
ず
、
國
際
經
濟
の
分
野
に
於
い
て
は
、
 

商
品
流
通
は
必
ず
そ
の
結
果
と
し
て
、
通
貨
流
通
を
獨
立
.の
現
象
と
し
て
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
，
商
品
流
通
部
面
に
於
け 

る
政
策
は
、
通
貨
流
通
部
面
に
於
け
る
政
策
と
全
く
同
一
の
影
響
を
爲
替
相
場
に
及
ぼ
し
得
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
そ
の
故
を
以
て
、
 

商
品
流
通
部
面
に
於
け
る
政
策
を
、
す
べ
て
爲
替
政
策
と
稱
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
蓋
し
爲
替
政
策
は
、
商
品
流
通
そ
の
も
の
に
關 

す
な
政
策
で
は
な
く
、
そ
の
商
品
流
通
か
ら
派
坐
す
る
通
貨
流
通
に
關
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
場
合
、
商
品
流
通
と
通
貨
流
通
と
は一

つ
の
經
濟
現
象
の
ニ
面
，な
の
で
あ
る
か
ら
、
爲
替
致
策
の
本
質
と
そ
の
地
位 

.
と
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
商
品
流
通
部
面
に
於
け
る
政
策
の
分
析
を
援
用
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。け
れ
ど
も
、た 

V
そ
れ
が
爲
め
に
兩
者
を
混
淆
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

斯
欉
に
解
釋
し
て
こ
そ
，
爲
替
政
策
と
貿
易
政
策
と
の
分
野
が
判
別
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
兩
者
は
同一

政
策
の
範 

.
疇
に
.馬
し
て
了
ふ
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
爲
替
政
策
と
貿
易
政
策
と
は
、
相
互
に
補
完
的
政
策
た
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

爲

替

統

制

の

種

類

~

爲
替
政
策
又
は
統
制
の
意
義
は
、
大
體
以
上
の
如
く
で
あ
る
と
し
て
、
然
ら
ば
、
爲
替
銃
制
に
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の
が
包
括
さ 

.れ
る
か
を
、
概
觀
し
よ
う
。

ア
イ
ン
チ
ヒ
に
依
る
と
、
從
來
採
用
さ
れ
た
爲
替
政
策
を
次
の
如
く
に
分
類
し
て
ゐ
る
。

爲
替
統
制

8

S

I
替
政
制
脑 

I

時

手

段

卞

遺

算

i

s

l

p

i

對
外
貸
付
禁
止

坩
ち
、
先
づ
爲
替
銃
制
I

常
時
手
f

 
I

 I

I

)

と
異
常
時
手
段
f

 

0呈

l

i

s)

と
に
分
け
、
前
者
の

こ

)

一
般
通
貨
政
策(general m

fsetary 

policy)

(

ニ)

金
利
政
策(

b
a
n
k

.Hate 

policy)

(I

ニ)

公
開
市
場
政
觉(open market policy)

(

四)

外
國
爲
替
手
形
政
策(

f
0
3
r
e
i
g
n
.
i
l

 

policy 

o
r 

Devisenpolicy)

を
含
め
て
ゐ
る
。

異
常
時
手
段
は
直
接
策(

d
i

.Hect measure

う
と
"
妾

菘

丨

t 

ノ
 

の
內
容
と

し

て

は

、

 

P
接
I

广

f

t m
e
a
s
u
r
e
s
)

と
に
大
別
し
、
直
接
策
に
屬
す
る
四
種
の
撕

犯
典
爲
替
政
策
の
彩
干
特
徵
に
就
い
て 

.

、
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i
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防

禦
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(
(

一〕

爲
替
維
持
.
 

消

極

的

(

ニ〕

爲
替
釘
付

o
ニ〕

先
物
爲
替
操
縦爲

替
買
入
の
制
限 

證
券
輸
出
入
の
制
限 

紙
幣
輸
出
人
の
制
限 

金
輸
出
の
制
限
.

爲
替
買
入
の
制
限

外
國
人
に
對
す
る
當
座
貸
越
許
與
の
制
限 

先
物
爲
替
取
引
の
制
限

ト
ラ
•ン
ス
フ
ァ
1
•
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

封
銷
勘
定
の
利
用
制
限

完
全
_
鎖

封
銷
勘
定
の
使
用
强
制

奢
侈
品
輸
入
の
た
め
の
爲
替
取
得
禁
Jh 

輸
入
爲
替
買
人
許
可
の
引
延
し 

輸
入
爲
替
の
割
當

輸
出
業
笤
取
得
の
外
貨
の
；̂

强
制 

祚
外
預
金
殘
高
及
び
投
資
の

^|
渡
强
制

、
资
本
流
出
對
衆
一 

投
機
對
策

|

ハ

爲
替
制
限

對
外
債
務
支
挪
對
策I

輸
入
爲
替
購
入
對
策
ム 

外
貨
退
藏
對
策

I

- 

.
:
.
-
-
.
_

k-
r:
i-
J
J
I

(

1)

金

政

' 
策

ハ

金輸送點の操縦

1
0

一

)

金平價の變更

’
(

1
)

一
方
的

，■ 

(

皿)

爲

■
#
淸
罾
ー

0 i)

.双
務
的

多

n

勺A
n

而
し
て
诎
接
策
に
屬
す
る
諸
政
策
の
內
容
と
し
て
は
*

ハ

輸

入

限

ハ

輸

出

獎

，勵

(

ニ)

0

5

ハ
B1

1

タ

1 "
y— (

一)

關

我

，

.

.

0
0

輸
入
割
高 

(

三)

輸
入
禁
止

)

輸
出
*
述
輸
等
に
對
す
る
獎
勵
金
支
出 

通
商
修
約
の
締
結 

差
別
的
通
貨
に
ょ
る
輸
出
刺
戟

(

一)

民
間
協
定 

(

ー
0

公

式

協

定

，

世
界
爲
替
政
策
の
葙
干
特
徵
に
就
い
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界
爲
替
政
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の
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千
特
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い
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(

六
九
ニ
，

』

.

「
一
〕

證
券
公
慕
の
禁
JI
:

. 

'

(

撖)
對
外
貸
付
禁
止(

ニ)

非
公
開
貸
付
の
禁
JL

ニ (

三)

ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
附
與
の
禁
止

を
擧
げ
て
ゐ
る
。

こ
れ
等
の
政
策
は
、
孰
れ
も
爲
替
相
場
に
何
等
か
の
影
響
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
吾
々
の
.爲
替 

政
策
に
對
す
る
意
義
と
制
約
と
か
ら
み
れ
ば
"
こ
れ
等
を
す
•ベ
て
爲
替
政
策
と
は
觀
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
前
揭
の
、
 

興
常
時
手
段
に
屬
す
る
間
接
觉
の
ぅ
ち
、
輸
入
制
限
、
輸
出
振
興
並
び
に
バ
ー
タ
ー
の
諸
手
段
は
、
物
資
側
面
に
於
け
る
方
策
で
あ
つ 

て
、
こ
の
種
の
貿
易
統
制
は
、
吾
々
の
制
約
條
件
か
ら
言
へ
.
.ば
"
爲
替
統
制
の
補
完
政
策
と
觀
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る•

M
し
て 

こ
れ
等
の
手
段
は
最
近
貿
易
政
策
に
於
け
る
特
徵
を
表
示
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
右
の
意
義
に
從
ひ
、
そ
れ
と
對
應
す
る
爲
替
政
策 

と
の
關
聯
に
於
い
て
而
も
該
爲
替
政
策
の
意
顏
を
間
明
す
る
も
の
と
し
て
の
み
、
之
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
るO 

そ
れ
故
に
，
私
の
考
へ
る
爲
替
政
笟
の
種
類
は
、
ア
イ
ン
チ
ヒ
の
そ
れ
ょ
り
も
範
圍
が
狹
く
な
る
の
で
あ
る
。

觅
に
、
今
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
點
が
あ
る
。
即
ち
、
ア
イ
ン
チ
ヒ
の
分
類
で
は
、
各
種
の
手
段
を
そ
の
表
面
的
類
似
性
に 

從
つ
て
分
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
斯
ぅ
し
た
分
類
の
仕
方
も
勿
論
必
要
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
代
爲
替
政
策
の
特
徴
を 

抽
出
す
る
に
は
、
そ
れ
等
の
手
段
が
現
在
の
經
濟
機
權
に
對
し
て
如
何
な
る
關
聯
を
有
す
る
か
と
い
ふ
點
を
、
特
に
考
慮
す
る
必
要
が 

あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
ア
イ
ン
チ
ヒ
の
分
類
に
於
い
て
、
金
政
策
は
、
金
輸
送
點
の
操
縦
.と
金
平
價
の
變
更
と
の
二
手
段
を
含

「
ん
で
ゐ
る
が
、
前
箸
は
金
利
の
變
萸
と
か
、
述
賃
の
引
上
引
下
と
か
、
分
祈
手
數
料
の
變
觅
と
か
、
或
は
金
買
上
代
金
の
支
拂
方
法
の 

改
訂
と
か
の
如
き
方
法
を
以
て
行
ひ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
等
の
方
法
は
、
結
局
金
輸
送
者
の
採
算
點
に
影
響
を
與
へ
る 

だ
け
の
こ
と
で
あ
つ
て
*
全
く
資
本
主
義
經
濟
の
原
則
の
方
向
に
沿
つ
て
行
は
れ
る
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
、
後
著
即
ち
金
平
價 

の
變
更
は
、
金
流
出
人
の
_
つ
て
來
る
客
觀
的
事
態
そ
の
も
の
を
變
更
し
、
資
本
主
義
經
濟
.の
自
由
活
動
を
統
制
せ
ん
と
す
る
も
の
で 

あ
る
。
從
つ
て
、
こ
れ
等
ニ
つ
の
政
策
は
、
こ
れ
が
金
輸
送
點
.の
.變
動
を
齎
ら
す
點
で
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
性
楮
を
全
然

•
 

X 

. 

, 

■

異
に
す
る
も
の
と
し
て
區
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

以
上
に
從
つ
て
、
私
は
爲
替
政
策
を
大
體
次
の
如
く
分
類
し
ょ
ぅ
と
思
ふ(

註
ー〕

。

.

.

f

一
 

般
通
貨
政
-®

へ
||
]
]接
衆
ー

§'
5

政
策
 

r 

i 

(

公
開
市
場
政
策

爲
替
統
制

直

接

策

、
 

f

金
輸
送
點
o
操
縦 

^
爲
替
相
場
調
節
策
先
物
爲
替
相
場
の
操
縱 

) 

(

金
不
胎
化
政
m 

任
意
策
入

f

外
國
爲
替
手
形
政
策 

I

爲
替
資
買
調
節
^
ー
 

爲
替
釘
付
政
策 

i

爲
替
平
衡
資
金

f

金
平
價
'の
變
更(

平
價
切
下)

/ 

I 

i 

H
M 

i 

h

i

一
 

爲
替
相
場
公
定 

货
替
相
場
氣
理
ー
爲
替
二
重
制

_ 

.(

通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
成

世
界
爲
替
政
策
の
若
千
特
徵
K
就
い
て
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爲

替

管

理

刺

了

外

貨

拂

管

理
- ,-— ^ ~ ~ — ^

‘爲外先對金有在輸輸輸 
# 國物外銀赝外出人人 
淸爲爲投の證頸爲镔爲 
f - 替替資輸券金替替替 
制邀取及出及及の割取 
度 ' 金引び制びび强當得 

制のク限銀投制制の 
多双一度制レ及行資引制 

角 務 方 限 デ ^ 数 の 渡 限  
ィ 禁 の 强 禁  

的 的 的 ッ 止 輸 制 止  
ト 出 引 及  
附 人渡 び 
與 制 • 許 
の 限 可  
制 制

| 

「

モ
ラ
ト
y
ア
ム

I

爲
替
封
銷
制
度
完
全
封
鎖
制
度 

. 

、
♦ 

\

 

1

封
鎖
勘
定
の
使
用
制
限
及
び
强
制 

C
S )

こ

の

分

類

の

根

本

は

"
私

が

從

議

用
し
來

つ

た

も

の

で

あ

る

。
拙

著

『

爲

替

政

策

•
价
.思

經

濟

問

讓

座

』
『

外

麗

替

•
金

•
銀

』

參

照

。 

以

上

は

、

あ
ら
ゆ
る
S

政

®

を

必

ず

し

も

網
羅
し
て
は

ゐ

な

い

が

、

そ

Q

主

要

な

f

Q

を

包
括
し
て
ゐ

る
と
思

ふ
。g

し
て
そ

の 

一
一
一Q

政
策
に
つ
い
て
は
、
分
類Q

仕
方
に
つ
い
て
問
題
と
な
f

Q
も
あ
る
が
、
し
か
し
大
體
之
に
ょ
？

、
爲
替
政
策
の
動 

询
を
示
す
の
に
は
役
立
つ
で
あ
ら
ぅ
と
贤
ふ
0 

*

爲
替
統
制
の
動
向
 

■

右
の
分
類
に
於
い
て
、
先
づ
爲
替
政
策
一
臉
を
直
接
策
と
間
接
策
と
に
大
別
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
區
別
は
f

そ
の
政
策
の
爲
替
只 

場
に
對
す
藥
響
Q

I
し
方
か
ら
觀
て
t

Q
で
t

。
即
ち
、
そ
Q

I
が
I

上
或
る
他
s

f

通
じ
て
影
響
を
及
ぼ
す
場

ベ
ロ
を
間
接
策
と
し
該
影
響
が
直
接
發
動
す
る
も
の
を
直
接
策
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
直
葉
は
货
替
相
場
及
び
爲
替
取
弓
に
對
し
て
何
等
か
の
屢
的
統
制
を
加
へ
る
も
の
で
あ
る
が
，
そ
の
統
制
を
加
へ
る 

に
當
り
、
そQ

方
法
が
法
律
的
I

的
2

る
か
、
或
は
經
濟
的
任
意
的
2

る
か
に
從
っ
て
、
I

策
と
任
意
策
と
の
二
部
類
に
大 

別
す
る
こ
矣
出
來
る
。
任

蹇

は

、
資
本
、墨

鬵

Q

原
則
I

つ
S

制
を
加
へ
f
 

?
あ
|

對
し
て
、
I

策
は
寧
ろ
之 

をs

歪
し
修
正
し
、
以
て
そQ

白
祟
動
を
制
齡
U

き

ろ

に

そ

S

徵

が

营Q

で
あ
る
。

今
、
爲

替

蹇Q

動
向
を
概
観
す
る
に
、
繼
策
は
大
體
贳
大
戰
前
Q

S
政
f

代
表
す
f

Q
で
I

.

ふ
こ
と
が
出
來 

る
。
尤
も
世
报
大
戰
後
に
於
い
て
も
、

一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
經
濟
不
況
期
に
至
る
期
間
に
於
い
て
は
、
世
界
經
濟
が
自 

婁

本

產

へ

Q

復
歸Q

た
め
に
I

ゆ
る
努
力
を
拂
ひ
つ
、
あ
つ
た

Q.

で
あ
つ
て
、
こQ

期
間
に
於
い
て
は
間
接
■

依
然
爲
替
政 

策
を
代
表
す
る
もQ

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
そ
れ
は
世
界
大
戰
前Q

そ
れQ

延
長
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ら
ぅ
。

又
I

策
は
、
言
に
於
い
て
も
、
，
l

i
を
し
てQ

囊

を

I

棄
し
て
了
つ
た
と
い
ふ
わ
？

は
な
い
。
國
に
よ
っ
て
は

そ
れ
力
主
要
爲
替
政
策Q
1

型
式
を
な
し
て
ゐ
るQ

で
I

け
れ
ど
も
、
擊
現
代
爲
替
政
策
の
特
徴
を
示
す
もQ

で
は
な
く
な
つ
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。

. 

，

ー

體

は

前

に

述

べ

た

如

く

、
そ
の
政
策
の
影
響
が
他
の
機
權
を
通
じ
て
爲
替
相
場
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
金
利 

の
上
下
に
よ
り
、
或
は
通
貨
量
の
膨
脹
.收
縮
に
よ
り
、

一
方
で
は
爲
替
市
場
に
於
け
る
爲
替
露
の
變
化
を
通
じ
他
方
で
は
物
價
及 

b
i

Q

機
曾
通
じ
て
、
そ
の
_

が
S

相
場h

及
ぶ
？

あ
る
。
而
し
て
そq

政
誓
體
が
、
金
利
及
び
通
靈
の
調
盤
と
い 

世
界
爲
稃
政
策
の
背
干
特
徵
に
就
い
て
. 

‘ 
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t 
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世
界
爲
稃
政
策
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干
特
徵
に
就
い
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九
o
 

(

六
h

六)
ふ
、
國
內
金
融
政
策
と
し
て
の
意
義
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
純
粹
の
爲
替
政
策
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
こ
の
竟 

味
で
は
、
世
界
大
戰
前
に
も
、
一
般
的
に
は
爲
替
政
.策
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
も
言
へ
‘る
の
で
あ
る
。
た
^
戰
前
の
政
策
の
中
で
も
*
 

金
打
步
政
策
、
金
に
對
す
る
前
拂
政
策
，
外
國
爲
替
手
形
政
策
等
は
本
來
の
爲
替
政
策
と
言
ひ
得
る
も
.の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
等
は
ド 

ィ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
1

K
ト
リ
ア•

ハ
ン
ガ
リ
f
等
若
干
國
に
於
い
て
採
用
さ
れ
た
局
部
的
政
策
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
し
、 

又
金
爲
#■
本
位
制
度
に
於
け
る
爲
替
操
作
も
大
戰
前
に
於
け
る
爲
替
寶
買
調
節
策
で
は
あ
っ
：た
が
、
こ
れ
ま
た
當
時
の
爲
替
政
策
の
主 

流
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
世
#
大
戰
前
に
於
い
て
、
爲
替
政
策
が
爲
替
政
策
と
し
て
論
議
さ
れ
る
こ
と
の
比
戦 

f

少
か
っ
た
所
以
は
玆
に
在
る
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、
大
戰
前
の
世
琛
經
濟
が
自
E1
1
資
本
主
義
の
下
に
、
比
較
的
順
調
な
る
發
肢 

過
程
を
迪
っ
た
が
故
に
、
馨
政
策
はg

接
誉
以
て
問
に
合
ひ
、
特
に
直
接
策
を
發
展
せ
し
め
る
必
耍
が
な
か
っ
たQ

で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
直
接
策
は
、
木
來
の
爲
替
政
策
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
世
界
大
戰
後
，
姊
に
一
九
三

3

年
ャ
の
經 

濟
不
況
期
以
來
、
廣
く
世
#
各
國
に
採
用
せ
ら
れ
、
現
代
爲
替
政
策
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
へ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
巾 

で
も
、
任
昔
：策
は『

持
て
る
國』

の
爲
替
政
策
で
あ
り
、
强
行
策
はf

持
た
ざ
る
國j

の
そ
れ
で
あ
る
"と
い
ふ
抑
微
を
有
し
て
ゐ
る
。 

蓋
し
、『

持
て
る
國』

は
商
由
資
本
主
義
の
.建
前
の
下
に
'爲
替
政
策
を
執
り
傅
る
經
濟
實
力
を
荷
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
に
反
し
て
、『

寺 

た
ぎ
る
國』

は
斯
か
る
實
力
に
乏
し
く
、
勢
ひ
强
行
的
手
段 

經
濟
統
制)
を
以
て
國
民
經
濟
の
發
展
を
圖
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
-
 

る
。而

し
て
直
接
策
の
中
任
意
策
は
、
.•大
體
間
接
策
と
直
接
强
行
衆
と
の
中
間
に
位
す
る
も

.

の
で
あ
る
.と
言
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
绍
笑

策
が
無
力
で
蒙
か
、
若
し
く
は
十
t

衾

f
 

s

f
い
場
f

、
之
に
代
\

或
は
そ
れ
と
相
併
.ん
で
運
用

i

f

の
で 

あ
る
。
こ
の
種
の
政
策
の
代
表
型
式
と
し
て
は
、
爲
替
平
衡
資
金
制
度
の
運
用
を
篇
す
る
こ
と
が
康
る
。

楚
れ
に
反
し
て
-
直
接
强
行
策
の
執
ら
れ
る
場
合
に
は
-
間
獲
は
爲
替
政
策
と
し
て
の
蓮
を
喪
ひ
、
管
國
內
金
融
政
策
た
る 

の
地
位
に
後
返
す
るQ

で
あ
る
。
直
接
强
行
策
は
、
爲

羃

場

、
爲
替
取
；̂
並
に
外
貨
拂
に
つ
い
て
政
府
，自
ら
'が
管
理
を
强
行
す
る
の 

て
あ
る
が
_
货
替相

：#

篕

は

他Q
I
1

種Q

管
理
と
相
表
裏
す
る
も
の
で
、
兩
者
同
時
に
併
用
せ
ら
れ
る
を
常
と
す
る
。
又
爲
替
封
鎖 

作
度
は
爲
替
墓Q

一部して併用
され

る
こ
と
が
多5

 Q

で
.
る̂
。
隨
つ
て
强
行
策
中Q

代
表
型
式
を
擧
げ
れ
ば
、
驚
爲
替 

管
理
と
爲
羃
算
制
度
と
S

?

る
S

I

。
而
し
て
S

淸
箭
度
篇
替
管
理
へQ

對
擎
段
と
し
て
産
ま
れ
た
も
の
で
あ 

る
か
ら
*
政
笕
の
動
向
は
爲
#
管
理
か
ら
爲
替
淸
筧
制
度
へ
進
展
し
て
ゐ
る
の
で
あ
るo

以
上
を
通
觀
す
t

世
报
大
戰
前Q

爲
替
政
策
は
間
接
策
で
.あ
り
、
大
戰
後Q

そ
れ
は
直
接
策
で
象
が
、
直
接
策Q

中
任
意
策 

は『

ゼ
て
る
國』

の
S

政
策
と
し
て

*

强
行
策
、就
中
爲
替
管
理
は『

持
た
ざ
る
國』

の
そ
れ
と
し
て
麗
し
、
更
に
强
行
策
中
の
爲
替
淸 

算
带
度
は『

ぉ
た
ざ
る
國』

翌

の

間
、
蓝」

く
は『

持
た
ざ
る
國j

と『

持
て
る
匿
とQ

間q

爲
替
政
策
と
し
て
普
及
を
み
る
に
至
つ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
0

爲
替
統
制
推
移
の
動
因

以
上
の
対
く 
S

政
策
は
、
間
接
策
か
ら
直
獲
へ
、
任
棄
か
ら
强
行
策
へ
と
馨
し
て
ゐ
るQ

で
あ
る
が
、
斯
か
る
推
移
を
齋 

ら
し
た
窮
極Q

要
因
は
、
贳

大

f

麗

と

し

て

裳

_

議
に
渠
さ
れ
た
本
質
的
な
蒙
に
存
し
て
t
 Q

で
I

。

.
世
界
爲
替
政
策
の
葙
干
特
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に
就
い
て
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遨
き
に
述
べ
た
如
く
、
.大
戰
前
の
爲
替
政
策
がj.

種
の
補
助
手
段
の
み
で
間
に
合
っ
た
の
は
、
大
戰
前
の
世
界
經
濟
に
自
由
發
股
の 

餘
地
が
殘
留
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
而
も
世
界
經
濟
の
自
由
發
展
は
、
金
本
位
制
度
の
運
用
の
下
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
.
 

に
||
|
1接
的
爲
替
政
策
は
*
金
本
位
爲
替
政
策(goldstandard 

foreign exchange policy

ン
と
名
付
け
る
こ
と
が

出
來
る
の
で
あ
る 

が
、
こ
の
爲
替
政
笕
は
、
金
本
位
の
運
用
に
ょ
る
世
界
經
濟
の
自
動
的
調
盤
作
用
を
單
.に
圓
滑
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
補
助
的
性
質
の
も 

の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
自
出
放
任
爲
替
政
策
と
も
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
髑
本
來
の
爲
替
政
策 

で
な
く
と
も
役
立
づ
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。 

'

周
知
の
通
り
、
國
際
金
本
位
制
度
は
、

•

.

：

(

一)

貨
幣
犁
位
に
相
應
す
る
金
純
分
量
が
一
定
せ
ら
れ
、—

公
式
に
は
法
規
に
ょ

り

t _

從
っ
て
金
本
位
國
間
の
法
定
平
賈 

が
算
定
し
得
ら
れ
る
こ
と
、

(

ニ)

貨
幣
^
事
者
が
、
輸
出
及
び
輸
入
せ
ら
れ
る
金
の
供
給
及
び
買
上
を
無
制
限
且
っ
自
由
に
行
ひ
、
從
っ
て
、
爲

替

.,
i
場
が
金 

輸
送
點
外
に
ま
で
變
動
し
た
場
合
に
は
、
何
時
で
も
金
の
裁
定
取
引
が
自
li
j
に
行
は
れ
得
る
こ
と
、

(

三)

金
本
位
諸
國
の
金
準
備•

信
用
*
物
價
及
びn

ス
ト
、
並
に
質
易
の
間
に
銳
敏
な
る
連
製
關
係
の
存
立
す
る
こ
と
-
 

の
三
點
を
要
件
と
し
て
、
運
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
金
の
國
際
的
商
由
運
動
に
ょ
つ
て
關
係
國
の
國
段
經
濟
を
調
盤 

し
、
以
て
爲
替
相
場
を
常
に
上
下
金
輸
S

と
い
ふ
狹
い
.

內
に
保
持
す
るQ
で

蒙

。
.そQ

意
味H

於
.い
て
、
國
際
金
本
位
の
下 

に
於
い
て
は

一

種
の
爲
替
釘
付
狀
態
が
招
來
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
釘
付
狀
態
の
維
持
を
よ
り
容
易
な
ら
し
め
る
消
極
的
手
段
が

金
本
位
爲
替
政
笕
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
金
本
位
爲
替
政
策
は
、
爲
替
相
場
の
金
輸
送
點
外
へ
の
逸
脫
を
防
止
す
.る
た
め
に
國 

際
收
支
を
調
盤
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
こ
の
國
際
收
支
の
調
整
は
、'
直
接
的
に
は
金
及
び
短
期
資
金
の
淡
動
に
よ
り
、
EL
っ
ni
l
接 

的
に
は
通
貨
及
び
信
用
の
調
が
關
係
國
物
價
及
び
‘

n

ス
K
旅
に
貿
易
に
及
ぼ
す
影
響
を
通
じ
て
、
齎
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
猶
ほ
之 

を
別
の
言
葉
を
以
て
言
へ
ば
、
金
本
位
爲
替
政
策
は
、
國
內
に
於
け
る
通
貨
及
び
信
用
の
調
整
に
よ
っ
て
、
關
係
國
の
一
方
に
於
け
る 

經
濟
の
相
對
的
膨
脹
を
*
他
の
ー
方
に
於
け
る
を
の
收
縮
を
齎
ら
し
、
以.

V

兩
國
間
に
於
け
る
經
濟
的
均
衡
の
自
動
的
囘
復
を
助
成
す 

る
役
割
を
擔
當
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

.
,

然
る
に
"
世
界
大
戰
後
に
於
け
る
經
濟
的
事
態
の
ー
變
は
、
金
本
位
爲
韩
政
策
の
無
ヵ
化
を
招
來
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
4
本
位
制
度
の
停
此
で
あ
る
0
.こ
の
制
度
が
停
止
せ
ら
れ
、
ば
、
爲
替
相
場
に
は
變
動
の
範
圍
が
確
定
さ
れ
な
い
の
み 

な
ら
ず
、
金
移
動
に
よ
る
各
國
通
貨
及
び
物
價
の
連
繫
關
係
が
遮
斷
さ
れ
て
了
ふ
の
で
あ
る
か
ら
-
爲
替
相
場
に
猶
ほ
自
動
的
囘
復
カ 

が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
甚
だ
緩
慢
と
な
り
、
且
っ
之
を
妨
げ
る
要
因
の
出
現
を
免
れ
難
い
の
で
あ
る
。

第
二
は
世
界
經
濟
に
於
け
る
彈
カ
性
の
喪
失
で
あ
る
。
經
濟
の
彈
カ
性
は
そ
の
自
動
的
調
盤
力
と
言
っ
て
も
よ
い
.の
で
あ
っ
て
、
こ 

の
蕻
は
自
FI
I
資
本
主
義
經
濟
の
特
徵
な
の
で
あ
る
が
、
世
界
大
戰
を
契
機
と
し
て
、
世
枞
經
濟
が
獨
占
資
本
主
義
の
段
階
に
顯
蕃
に
移 

行
し
た
爲
め
に
、
斯
か
る
彈
カ
性
が
著
し
く
喪
は
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
之
を

一

層
具
體
的
に
言
ふ
と
、
資
本
主
義
經
濟
は
價
格
に
よ 

っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
自
動
的
經
濟
機
備
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
物
憤
に
大
戰
後
は
人
爲
的
要
素
が
强
め
ら
れ
、
自
動
的
運
動
が
妨
げ
ら 

れ
.て
來
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
世
界
工
業
坐
產
力
の
興
常
な
る
發
展
と
そ
の
地
理
的
分
布
の
激
變
は
、
新
た
な
市
場
の
獲
得
を
困
難 

#

界
爲
稃
政
策
の
葙
干
特
徵
に
就
い
て 

九

三

(
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な
ら
し
め
た
の
で
、
大
戰
後
世
#
物
慣
の
藜
落
が
あ
0
た
に
も
拘
ら
ず
、
景
氣
の
自
動
的
囘
復
は
容
易
に
望
め
ず
.、
不
況
を
深
刻
な
ら 

し
.め
、る
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

澌
，か
る
事
態
：忙
於
い
て
は
、
大
戰
前
の
如
く
に
、
爲
替
相
場
を
或
る一

定
水
準
に
釘
付
狀
態
と
な
し
、
之
を
維
持
す
る
た
め
に
自
國 

々

民

經

濟.&
铜

整
す
る
こ
と
は
*
如
何
な
る
國
に
と
っ
て
も
不
可
能
と
な
つ
て
了
っ
た
の
で
あ
るo

隨
っ
て
-
金
本
位
爲
替
政
策
は
全 

く
無
力
と
稱
し
て
も
萎
な
い
情
j
違

っ

た

Q

1
っ
て
.、
s

i

的
經
濟
不
況
期
以
後H

於
い
て
は
、
倉
ゆ
る
經
濟
政
策
は 

殆
ん
ど
鄭
ら
自
國
々
民
經
濟
の
.維
持
發
展
に
向
け
ら
れ
る

こ
と
\
な
0
た
の
で
あ
るo 

. 

、
 

•

そ
れ
で
も
猶
ほ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
.ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
等
所
謂『

持
て
る
國』

に
屬
す
る|

群
は
、

自
國
の 

經
濟
的
麗Q

た
め
に
自
由
主
義Q

響

を

採

t

と
が
有
利
で
あ
っ
た
f

爲
替
政
策
に
於
い
て
も
、
そQ

採
用
し
た
と
こ
ろ
は 

直
接
笕
で
は
あ
っ
た
が
、
任
意
策
に
據
っ
た
の
で
あ
る
。

然
A
に
、
ド
イ
ッ
"
イ
タ
リ
ア
を
始
め
と
し
、
多
數
の『
持
た
ざ
る
國』

の
一
群
は
、
自
由
主
義
の
建
前
で
は
自
國
々
民
經
濟
の
»
持 

す
ら
も
困
難
を
感
じ
たQ

で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
そ
0
靈

|

經
濟
的
同
復
並
に
麗
の
た
め
に
は
、
多
か
れ
少
か
れ
經
濟
統
制
の 

方
向
を
迎
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
0
旣
に
統
制
經
濟
の
段
階
に
或
る
程
度
移
入
す
れ
ば
，
對
外
經
濟
の
部
面
を
放
任
す
る
こ 

と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
國
內
經
濟
は
完
全
に
統
制
さ
れ
得
る
と
し
て
も
-
.國
際
經
濟
に
は
全
體
と
し
て
の
統
制
力
は
あ
り
得 

な
い
の
で
あ
っ
て
骯
沏
國
內
經
濟
と
無
統
制
國
際
經
濟
と
の
接
觸
面
を
調
整
す
る
手
段
を
缺
い
て
过
、
國

內
經
濟

の

統

制

が

障

碍

を

 

受
け
ざ
る
备
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
持
た
塞
，國
家
群
は
、
そQ

統
制
經
濟Q
一
環
と
し
て
' 
多
.か
れ
少
か
れ
統
制
的
爲
替

政
策
を
採
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
爲
替
管
理
で
あ
っ
て
、
當
該
國
の
經
濟
統
制
の
進
度
忙
應
じ
て
寬
嚴
榇
々
0
管 

现
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
概
し
て
言
へ
ば
、
爲
替
管
理
は
*
經
濟
統
制
の
他
の
部
面
と
則
様
に
、
比
較
的
寬
か
ら
嚴 

へ
と
向
ふ
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。

旣
に
爲
#
管
现
が
施
行
せ
ら
れ
る
と
"
阈
際
的
资
金
移
動
は
人
爲
的
に
統
制
せ
ら
れ
、
又
多
か
れ
少
か
れ
斯
か
る
移
動
を
不
可
能
な 

ら
し
め
る
。
し
か
も
そ
れ
が
爲
替
管
现
に
於
い
て
は
、
ー
方
的
に
强
行
せ
ら
れ
る
結
果
、
相
手
國
は
代
金
受
取
の
不
能
、
輸
出
\0
減
返 

等
の
不
利
な
る
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
爲
替
管
现
國
を
中
心
と
し
、
求
償
的
手
段
と
し
て
爲
替
淸
算
制
度
の
發
展
を 

み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
.‘る
。
即
ち
淸
算
制
度
は
、
爲
替
管
理
の
賞
行
か
ら
坐
じ
た
國
際
經
濟
の
障
碍
に
對
す
る
打
開
策
と
し
て
、
出
現 

し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
-
强
；

s

的
爲
替
政
策
が
統
制
經
濟
の
ー
手
段
.で
あ
る
こ
と
を
前
述
の
通
り
で
、あ
る
が
、
そ
の
統
制
經
濟
自
髖
は
、
國
際
的 

政
治
情
勢
の
緊
張
と
相
俟
っ
て
、
國
防
經
濟
又
は
準
戰
時
經
濟
'の
性
格
を
帶
び
っ
ゝ
あ
っ
た
。
特
に

#H

級
爭
、
ス
ペ
ィ
ン
內
亂
以
降 

は
そ
れ
が
顯
著
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
隨
っ
て
、
强
行
的
爲
替
政
策
は
國
防
經
濟
運
營
の
有
力
な
る
手
段
と
も
散
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る 

が
、
强
行
的
爲
替
政
策
は
そ
の
ま
ゝ
戰
時
爲
替
政
策
の
地
位
に
立
ち
得
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
準
戰
時
爲
替
政
策
と
戰
時
爲
替
政
策 

と
は
*
質
的
の
相
違
で
は
な
く
、
單
に
程
度
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
戰
爭
の
危
機
が
切
追
す
る 

や
、
從
來
任
意
的
爲
替
政
策
を
執
り
っ
、
あ
っ
た
諸
國
も
、
强
行
策
に
轉
換
せ
ん
と
す
る
氣
配
を
見
せ
て
ゐ
允
が
、
遂
ひ
に
戰
爭
の
勃 

發
と
共
に
急
遽
戰
時
爲
替
政
策
の
確
立
强
化
を
圖
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。

世
界
饬
稃
政
策
の
蒞
干
特
徵
に
就
い
て 
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斯
く
し
て
、
今
日
に
於
い
て
は
、
自
凼
主
義
0
建
前
に
立
っ
て
ゐ
る
國
は
、
殆
ん
ど
ア
メ
リ
カ
の
.み
と
言
っ
て
ょ
い
の
で
あ
っ
て
-
 

世
界
經
濟
は
廣
い
意
味
で
の
爲
替
管
理
時
代
に
到
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
.か
も
、
ア
メ
リ
カ
で
さ
へ
も
、
爲
替
政
策
と
し
て
は
大 

體
直
接
的
任
意
，策
の
段
階
に
立
っ
て
は
居
る

.け
れ
ど
も
、
爲
替
政
策
の
補
完
的
地
位
に
莅
ろ
質
易
政
漿
に
於
い
て
は
、
直
接
的
强
行
策 

を
旣
に
或
る
程
度
實
施
し
て
.ゐ
る
の
で
あ
る
。

現
代
爲
替
統
制
の
目
標

現
代
の
爲
替
統
制
を
代
表
す
る
も
の
が
、
直
接
策
で
あ
る
こ
と
は
旣
說
の
通
り
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
直
接
的
爲
替
政
策
は
何
を
目
檩 

と
し
て
實
行
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
に
、
爲
替
政
策
の
技
衛
的
種
別
が
複
雜
と
な
っ
て
ゐ
る
だ
け
に
、
そ
の
目
標
も
、
金
本
位
爲
替
政 

槳
ょ
り
は
遙
か
，に
複
雜
と
な
つ
て
ゐ
る
。
今
そ
の
目
標
を
摘
記
す
る
と

、

. 

.
、

(

一)

國
際
收
支
の
調
盤 

, 

.

i 

(

ニ)

國
民
經
濟
を
■
際
收
支
の
影
響
か
ら
遮
斷
す
る
こ
と

*
換
言
す
れ
ば
、
國
際
收
支
の
影
響
の「

中
立
化」

(

三)

輸
出
の
積
極
的
伸
張
、
爲
替
政
策
が
當
該
國
通
貨
の
過
大
評
價
の
是
正
の
み
を
企
圖
す
る
場
合
に
は
、
こ
.の
目
標
は(

一〕

に 

包
含
さ
れ
る
。 

.

'

現
代
爲
替
政
策
は
、
こ
れ
等
の
目
標
を
各
種
の
方
法
を
以
て
達
成
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
こ
れ
等
の
目
標
が
、
金
本 

位
爲
替
致
策
の
そ
れ
と
は
、
如
何
な
る
程
度
ま
で
相
違
し
て
ゐ
る
か
を
、
考
察
し
て
お
か
ぅ
。

0
一)

國
際
收
支
の
調
盤
こ
れ
は
、
金
本
位
の
場
合
に
も
、
又
然
ら
ざ
る
場
合
に
も
•
あ
ら
ゆ
る
爲
替
政
策
の
目
標
た
ら
ざ
る
を

得
な
い
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
相
違
點
は
、
.目
德
そ
れ
自
體
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
斯
か
る
目
標
を
速
成
せ
ん
と
す
る
技
術
的
態
様 

に
在
る
の
で
あ
.る
。

周
知
の
如
く
、
金
本
位
爲
替
政
策
は
"
爲
替
相
場
を
安
定
に
維
持
し
、
以
て
國
際
收
支
の—

從
っ
て
爲
昝
市
場
に
於
け
る
I

均

衡
狀
態
を
維
持
又
は
囘
復
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
のE

：

標
の
實
現
せ
ら
れ
る
過
程
は
、
直
接
的
に
は
、
金
及
び
資
金
の

移
動
が
外
國
爲
替
に
對
す
る
需
婴
供
給
の
關
係
に
及
ぼ
す
短
期
的
影
響
を
通
ず
る
の
で
あ
り
、
間
接
的
に
は
、
そ
れ
が
物
價
及
び
貿
易

を
動
か
し
て
國
際
收
支
經
常
項
目
の
取
引
量
に
友
ぼ
す
谡
期
的
影
響
を
通
ず
る
の
.で
あ
る
。

是
れ
に
反
し
て
、
現
代
爲
替
政
策
に
於
い
て
は
、
國
際
收
支
を
調
盤
せ
ん
と
す
る
態
様
が
軌
一
し
て
居
ら
ぬ

o

或
る
場
合
に
は
、
多

ヵ
れ
少
ヵ
れ
持
續
的
な
爲
替
相
場
の
變
動
を
通
じ
ょ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
又
或
る
國
で
は
ィ
ギ
リ
ス
が
さ
う
で
あ
っ
た
^
-う
に
*

國
際
收
支
の
情
勢
に
相
織
し
て
季
節
的
な
爲
智
變
動
を
許
さ
う
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
更
に
或
る
國
で
は
、
II
I
國
通
貨
を
或
る
他
の
有

力
な
る
通
貨
、
例
ペ
ば
ポ
ン
ド
或
は
ド
ル
の
如
き
に
釘
付
け
し
、
そ
の
釘
付
相
場
の
改
訂
は
極
く
限
ら
れ
た
場
合
に
の
み
行
は
ん
と
す 

る
こ
i
力
あ
る
。

.

1
.肢
嚴
格
な
る
統
制
を
行
ふ
場
合
に
は
*
14
智
割
當
に
ょ
っ
て
§早
ー
の
公
定
相
場
を
維
"持
せ
ん
と
す
る
こ
と
が
あ
る
し
、
又
そ
れ
と 

同
時
に
、
通
例
多
か
れ
少
か
れ
政
府
に
ょ
っ
て
銃
制
さ
れ
た
自
由
市
場
相
場
を
も
許
容
す
る
こ
と
も
あ
る
。

.

爲
替
割
當
統
制
の
最
も
極
端
な
場
合
に
な
る
と
、一

個
の
盡
平
憤
相
場
と
一
侗
又
は
數
個
の
八
食
割
引
相
場
と
を
定
め
、
之
を
幾 

多
の
對
外
求
償
針
畫
に
ょ
っ
て
支
持
せ
ん
.と
す
る
國
が
あ
る
。

■

世
界
爲
替
政
策
の
葙
干
特
徵
に
就
い
て 

九

七

(

七
0
3

)



世
界
爲
稃
政
策
の
華
特
徵
に
就
ぃ
で 

九
八
.

(

七
O

S

孰
れ
の
場
合
に
も
.
そ
の
仕
組
が
、
國
際
收
支
の
調
整
に
多
大
の
效
果
を
與
へ
ん
と
し
て
ゐ
る
.點
に
は
變
り
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
 

し
か
し
斯
か
る
方
策
が
國
際
收
支
の
均
衡
維
持
に
ど
れ
程
役
立
つ
か
は
、
主
と
し
て
次
の
目
標
を
如
何
な
る
程
度
ま
で
速
成
す
る
か
に 

懸
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(

三) 

'國
M
經
濟
の
遮
撒
こ
の
目
標
は
、
現
代
爲
#
政
策
に
於
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
時
.
す
べ
て
の
場
合
に

一

様
に
現
は
れ
て
ゐ 

る
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
-
蒞
し
一
九
三一

年
以
來
の
爲
替
政
策
に
於
い
て
、
そ
の
最
も
1|
1
耍
な
る
發
展
を
撰
ぶ
と
な
ら
ば
結
局 

に
於
い
て
、
幾
多
の
國
が
自
國
々
足
經
濟
を
ば
、
國
際
收
支
を
通
じ
て
作
用
す
る
好
ま
し
か
ら
ぬ
國
際
的
影
響
か
ら
保
誕
又
は
遮
斷
せ 

ん
と
す
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
點
に
、
指
を
屈
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
か
と
言
へ
ば
、
こ
め
點
こ
そ
は
"
金
本
位
爲
替
政
策 

と
非
金
本
位
爲
替
政
策
等
と
の
、
最
も
深
刻
な
る
對
立
點
と
な
f

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

金
本
位
爲
替
政
策
の
下
に
於
い
て
は
、
國
際
收
支
の
均
衡
狀
態
に
何
等
か
の
攪
亂
が
起
れ
ば
、
そ
れ
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ 

ら
う
と
も
、——

表
面
的
な
も
の
で
あ
ら
う
と
根
抵
の
深
い
も
の
で
あ
ら
う
と
、
■又
正
常
な
も
の
で
あ
ら
う
と
異
常
な
も
の
で
あ
ら
う 

と
、——

兎
に
灼
斯
か
る
揋
亂
は
、
當
該
國
の
通
貨
.
信
用
、
物
憤
、
事
業
活
動
及
び
貿
易
に
何
等
か
の
變
化
を
招
來
し
•
必
ず
均
衡 

を
囘
復
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
、
斯
か
る
調
盤
作
用
を
妨
害
す
る
が
如
き
行
動
を
執
る
こ
と
は
、
金
本
位
維
持
の
實 

任
あ
る
通
貨
當
局
#
に
と
つ
て
は
*
全
然
蔣
虛
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

然
る
に
、
多
數
諸
國
の
通
貨
當
局
苕
が
、
近
年
採
用
し
來
つ
て
ゐ
る
國
民
經
濟
遮
斷
の
方
策
は
、
右
と
全
く
相
背
致
す
る
方
嚮
で
あ 

る
。
こ
れ
が
蒞
干
の
例
を
擧
げ
る
な
ら
ば
-
ィ
ギ
リ
ス
爲
嵇
平
衡
會
訃
の
國
際
收
支
中
立
化
の
活
動
、
ア
メ
リ
カ
財
務
省
の
一
九
三
六

句

士一

月
ヵ
ら一

九
三
八
部
三
月
に
至
号
金
不
胎
化
政
策
、
ア
ル
デH

ン
テ
ィ
ン
の
ニ
重
馨
統
制
々
度
、
ド
イ
ツ
の
複
雜
な
る
爲
替 

銃
制
々
度
等
々
が
あ
る
。

(

三)

輸
出
の
振
興
#
意
を
以
て
運
用
さ
れ
る
金
本
位
爲
替
政
策
に
は
、
輸
入
を
犠
牲
に
し
て
輸
出
を
刺
戟
し
、
或
は
輸
出
を
犧 

牲
に
し
て
輸
入
を
促
進
す
る
と
い
ふ
餘
地
は
存
し
な
い
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo

勿
論
、
こ
の
政
策
の
下
に
於
い
て
、
國
際
收
支 

を
^
攸
狀
^
に
繁
ら
す
訳
^
及
び
禅
調
盤
の
相
連
續
し
た
過
程
に
於
い
て
は
、
一
國
の
通
貨
が
、
或
る
時
に
は
规
ら
か
過
小
評
價
せ
ら 

れ
、
又
或
る
時
に
は
幾
ら
か
過
大
評
價
せ
ら
れ
t

と
は
、
內
外
兩
國Q

物
價
及
びn K

トQ

比
較
に
よ
つ
て
示w

れ
る
通
り
で
あ 

る
。
而
し
て
前
客
の
場
合
に
は
、
輸
出
が
或
る
屋
刺
戟
せ
ら
れ
、
後
客
の
場
合
に
は
、
そ
れ
^/
或
る
變
抑
制
せ
ら
れ
る(

輸
入
か 

ら
み
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
そ
の
逆
で
倉)

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
*
こQ

政
策Q

摄
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
商
品
の

輸=3

及
び
輸
人Q

關

繁

、
眼
^
憂

g

議

E

を
含
め
て
隱
收
支Q

均
衡
狀
蒙
招
來
す
る
と
い
ふ
點
に
、
正
に
^
;
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。 

\

こ
の
劁
に
於
い
て
は
、
金
本
位
爲
替
政
策
と
非
金
本
位
爲
替
政
策
と
の
卯
に
、
全
く
相
反
す
る
ほ
ど
の
差
興
は
存
在
し
な
い
。
換
言 

づ

れ

ば&

出
振
興
と
い
ふ
こ
と
は
、
_

に
在
つ
て
は
、
前
奢
に
於
け
る
よ
り
も
、
必
然
的
に
^'
い
多
く
棄
目
德
と
な
る
と
は
言 

へ
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
來
英
佛
各
政
府
は
、

一
九
三
六
平
九
月
ニ
五
日
に
所
豐
國
通
貨
協
定
を
締
結
し
、
そ
れ
ぐ
の
通
貨
の 

安
®
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
、
な
つ
た
が
、
そ
の

際
*
三
國
政
府
は
、「

如
何
な
る
國
も
、
不
合
现
な
る
競
爭
カ
あ
る
爲
#
上
の
苻
利 

を
收
め
よ
ぅ
と

命
て
ぬ
で
あ
ら
ぅ

」

と
い
ふ
期
待
を
聲

明
し
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
蒞
し
ー
國
が
、
自
國
通
貨
の
價
値
^
計
蕺
的
に 

せ
界
炫
#
政
策
の
^
干
特
徵
に
就
い
て
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九
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-H
L
界
爲
将
政
策
の
^
干
特
徵
に
就
い
て 

、 

1

〇

〇

(

ヒ
0
六
.ノ
 

引
上
げ
て
、「

不
合
理
な
る
競
^
力
を
有
す
る
爲
#
上
の
有
利
を
收
め」

、
以
て
輸
出
促
進
を
圖
ら
ぅ
と
す
る
な
ら
ば
、そ
れ
は
沿
货
協
.
£ 

の
侵
犯
と
な
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
國
通
貨
の
明
か
な
る
過
大
評
價
を
是
正
し
よ
ぅ
と
す
る
こ
と
.は
、
よ
し
そ
の
洁
艰
輸
出
上
有 

利
な
地
位
に
立
つ
と
し
て
も
"
右
の
協
定
の
精
神
に
反
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
從
つ
て
經
濟
指
導
國
の
爲
替
政
策
に
於
い
て
は
、
輸 

振
興
と
い
ふ
目
標
は
特
に
現
は
れ
て
は
居
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

、

I
I

分
し
な
が
ら
こ
れ
は
政
策
の
^
而
ヵ
ら
み
た
結
见
で
あ
.つ
て
、
之
を
裘
而
か
ち
み
る
と
、
國
際
經
濟
依
^
度
の
高
い
國
に
於
い
て 

は
、
輸
出
か
らQ

豐
所
得
を
增
大
せ
し
め
る
が
如
き
爲
替
相
場
を
極
力
維
持
せ
ん
と
す
る
企
圖
が
、
近
年
_

に
現
は
れ
て
ゐ
る
の 

で
あ
る
。
た
r
斯
か
る
場
合
に
は
、
.そ
れ
が
第
三
目
標
た
る
輸
出
振
興
に
あ
る
か
、
若
し
く
は
、
第
一
目
標
た
る
國
際
收
支
の
調
整
に 

あ
る
か
、
そ
の
限
界
を
惹
く
こ
と
が
遊
だ
だ
闲
難
な
の
で
あ
る
。

■

大
局
的
に
み
る
な
ち
ば
、
現
代
爲
替
政
策
が
輸
出
の
穑
極
的
振
興
を
明
確
に
目
德
と
す
る
こ
と
は
比
較
的
少
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
' 

意
味
に
於
い
て
金
本
位
爲
替
政
策
と
大
差
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
代
り
、
爲
替
政
策Q

補
完
政
策
た
る
質
易
統
制
に
於
い 

て
屢
々
明
か
に
豐
れ
て
居
る
と
同
時
に
、
裏
的
爲
替
棄
を
個
別
的
に
檢
討
す
れ
.ば
、
輸
出
振
興Q

企
圖
を
も
つ
と
認
め
ら
れ
る 

も
の
が
決
し
て
少
く
は
な
い
の
^

^
る
。

爲

替

釕

付

政

策

以
上
、
現
代
爲
替
政
衆
の
若
干
特
微
を
概
括
的
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
等Q

特
徵
は
更
に
個
々
の
政
策Q

分
析
に
よ
つ
て
5

明
か
と 

さ
れ
る
で
あ
-ら
ぅ
。
し
か
し
-
私
は
、
現
代
爲
替
政
策
の
主
要
型
式
た
る
馨
平
衡
證
制
度
、
爲
替
管
理
、
爲
替
淸
算
制
度
等
に
つ

ら
、

f

 

|

|
霞

ら

、
現

馨

I

誉

對

す

好
代
Q

S

I
は
、
之

富

f

 

S
翳
か
ら
大
別
す
f

、
自

患

貨

藍

(free 

S

I

 

P

I

) 

I

I
貨
I
 

H

u

 

I)

と
i

こ
と
が
I

。
前
者
は
、
外

麗

l

i

府

馨

的

干

渉

を

受

け

言

な

く r

H

於
け
る
賣
手
皇
手
の
自
祟
動
に
よ
？

言
れ
る
場
合
で
t

、
後
者
は
、
外
國
I

取
，
；

S

し
て
政
府
の
何
等

力

n

f

行
は
れ
I

t

あ
つ
て > 

そ
の
l

i

t
は
、

i

f

s

l

 

i置

I

じ
な
け
れ

k

ら
ぬQ

で

あ

る(

外

麗

昝Q

響

は

そ

Q
hり
一
段
慶
に
達
し
た
場
合
で
あ
る
。〕 

•

斯
様
に
、
I

淠

Q

見
地
か
ら
す
れ
ば
、
素

通

I

f
 

I

I

Iと
に
大
別
す
i

為

出

f

け
れ
f

、
更
に
之 

I1
I I
! !

みf

、
|

|

殆
ん
ど
す
ベ
て
，

I

第
三
國
の
變
に
對
し
て
、
そ
の
爲
I

 

•

士

て

？
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
金
本
位
制
度
の
停
止
さ
れ
た
場
合
に
は
' 
爲
昝
相
場
は
常
にg

搖
し
、
且
っ

U

け
f

靈

}

”

“

一
懷
、
斯
f

爲
替
釘
付
棄
を
執
る
理
出
は
何
處
に
存
し
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
に
、

之
I

言
す
る
と

*

'r
'

贸
易
力

ら

“
^
-
入

が
當
該
國
民
齓
辦
に
於
い
て
®
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
場
合
で
あ
る
。

.

第

二

は

爲

Q

相
手
國
が
、
塵

に

忘

る

輸

沿

f

形
成
し
て
t

場
合
で
あ
る
。

佌
界
爲
蔣
政
策
の
苦
干
特
徵
に
就
ぃ
て■

一
〇一.

(

七
o
七〕



f
 

I
政
策
の
於
干
特
徴
に
就
い
て 

* 

1〇
ニ 

(

七
〇
八)

第
三
は
、
當
誅
國
の
_
際
收

支
が
、
輸
出
./
>
數
簠
及
び
金
額
の
激
減
に
依
り
、
浩
し
く
は
長
期
資
本
の
正
常
的
流
入
.の
杜
絕
に
依
り 

II
I
犬
な
る
！
；迫
を
蒙
り
、
爲
め
に
爲
嵇
相
場
の
低
落
を
招
來
し
た
場
合
で
あ
る
。

之
を
一
般
的
に
言
へ
ば
、
爲
#
相
場
の
顯
蒂
な
動
搖
か
ら
、
自
國
々
段
經
濟
に
不
利
な
る
影
響
の
波
及
す
る
を
防
止
せ
ん
と
す
る
に 

在
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
く
釘
付
政
衆
と
.言
っ
て
も
、
そ
れ
が
公
式
な
場
合
も
、
非
公
式
の
場
合
も
あ
る
ゾ
一
時
的
に
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
 

恒
久
的
政
策
の
重
要
部
分
を
_
成
す
る
場
合
も
あ
る
。
又
釘
付
が
字
義
通
り
固
著
の
こ
と
も
あ
り
、若
干
の
離
反
を
許
す
場
合
も
あ
る
。

斯
様
に
"
釘
付
政
衆
の
形
式
に
は
種
々
の
種
類
が
あ
る
が
、
そ
の
實
行
方
式
の
ぅ
ち
に
.
自
ら
現
代
爲
替
政
策
の
特
徵
が
現
は
れ
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。 

f

先
づ
第
一
に
擧
ぐ
べ
き
も
の
は
、
m
.
-爲
咎
相
場
に
依
る
釘
付
政
策
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
釘
付
さ
れ
る
爲
替
相
場
が
讲
一
な
る 

場
合
で
あ
る
。 

-

ー
體
、
金
本
位
制
度
の
運
用
が
一
種
の
爲
昝
釘
付
の
結
典
-を
招
來
す
る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
、
之
と
同
一
の
效
梁
を
收
め
る
金
爲 

稃
本
位
制
度
が
明
か
に
釘
付
政
策
の
先
駒
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
前
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
釘
付
政
策
は
金 

本
位
制
度
の
場
介
と
は
興
り
"
金
の
流
入
促
巡
及
び
流
出
肌
止
を
齋
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
爲
替
相
場
の
或
る
水
準
へ
の
固
定
又
は
安 

宛
そ
れ
自s

を
企1

す
る
手
段
な
の
で
あ
る
。
而
し
で
そ
の
手
段
に
は
大
體
二
種
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

一
方
は
、
資
本
主
義
經
濟
の 

M
則
に
從
つ
て
之
を
追
求
す
る
場
合
で
あ
り
、
他
の
一
方
は
"
國
家
の
强
行
的
手
段
に
訴
へ
る
場
合
で
あ
る
。
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.

.

.

.

前
渚
の
場
合
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
場
合
の
如
く
に
爲
#
平
衡
資
金
の
運
用
に
依
る
も
の
と
、
ス
タ
ー
リ 

ン
グ
•
ブ
ロ
ッ
ク
諸
國
が
ロ

ン
ド
ン
に
外
貨
资
金
淺
高
を
集
中
し
、
之
に
よ
っ
て
對
ポ
ン
ド
爲
替
の
維
持
を
圖
っ
た
場
合
の
如
き
が
あ 

る
。
後
#
ハ
場
合
は
、
寬
嚴
様
々
の
爲
#
脊
理
に
だ
っ
て
、
國
際
收
支
の
人
爲
的
調
盤
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

從
っ
て
、
前
衮
の
場
合
は
多
く
爲
#
相
場
の
同
箸
を
企H

せ
ず
、
蔣
干
の
變
励
を
許
容
す
る
に

對
し
て
、
後
者
の
場
合
は
字
義
通
り 

の
釘
付
を
笟
す
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。

孰
れ
に
し
て
も
、
釘
付
國
は
相
手
國
の
爲
替
政
策
に
信
賴
を
镫
い
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
り
、
相
手
國
通
貨
が
過
大
評
慣
さ
.れ
る
こ
と
の 

な
い
こ
と
を
前
提
と
し
.て
ゐ
る
。
.し
か
し
又
、
相
手
國
通
貨
が
急
激
に
著
し
い
過
小
評
價
に
曝
ら
さ
れ
る
場
合
に
も
、
過
大
評
價
の
持 

續
す
る
場
合
と
同
機
に
、
釘
付
率
の
改
訂
又
は
釘
付
中
心
通
貨
の
變
-史
を
招
來
す
る
の
で
あ
る
。

ニ

重

爲

#

制
度

爲
替
釘
付
攸
策
の
肢
理
は
比
較
的
艰
純
で
あ
り
、
殊
に
爲
替
賣
買
調
節
策
に
よ
る
そ
れ
は
、
世
坭
大
戰
前
か
ら
行
は
れ
た
と
こ
ろ
と 

何
等
變
り
が
な
い
。
從
っ
.て
現
代
に
於
け
る
そ
の
特
徽
は
、
爲
替
管
理
の
如
き
强
行
策
を
そ
の
手
段
と
す
る
點
に
在
る
と
言
ひ
得
る
の 

で
あ
る
。
就
屮
、
§单
一
の
釘
付
相
場
を
布
す
る
場
合
よC

も
、
ニ
避
又
は
そ
れ
以
上
の
重
複
爲
替
相
場
を
有
す
る
場
合
に
、
h

o多
く 

特
微
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

.元
來
、
事
實
上
出
現
し
た
*(
1
複
爲
#
相
場
は
、
古
來
そ
の
事
例
に
乏
し
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
結
局
そ
れ
は
、
或
る
正
常
な
る
爲
替 

相
場
の
外
に
、
間
相
場
の
存
す
る
場
合
で
あ
る
？
現
在
に
於
け
る
事
例
を
擧
げ
れ
ば
、
ソ
ヴ
ィH

ッ
ト
聯
邦
の
ル
ー
ブ
ル
相
場
の
如
き 

世
界
爲
稃
政
策
の
蒞
干
特
微
に
就
ぃ
て 

一
0
三

(

七C

九)



世
界
^
替
政
策
の
葙
干
特
徵
に
就
い
て
. 

】

J
西

(

七1

0)
が
是
れ
で
あ
る
。
.し
か
し
こ
，の
種
の
場
合
は
、
事
實
上
現
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
非
公
式
の
取
引
が
違
法
と
さ
れ
て
居
る
限 

り
、
そ
れ
を
政
策
と
い
ふ
で
と
は
必
ず
し
も
安
常
し
な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
近
年
に
至
り
、
斯
か
る
茁
複
爲
替
制
度
が
明
か
な
る
爲
替
政
策
と
し
て
出
現
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
一
個C

公
定

.

.爲
替
相
場_

屢
々
一
個
の
公
定
賣
相
場
と
一
個
の
公
定
買
相
場
と
を
發
表
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
一
個
の
公
定
爲
替
相

場
と
做
さ
る
べ
き
で
あ
る——

の
外
に
、

一
個
又
は
數
個
.の
、
且
っ
公
定
相
場
か
ら
は
何
等
か
の
程
度
に
於
い
て
減
價
し
た『

削
則

相
場』

を
併
存
せ
し
め
る
場
合
な
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
ア
ル
ヂ
ヱ
ン
テ
ィ
ン
、
チ
リ
、
ブ
ラ
ヂ
ル
等
の
場
合
の
如
く
に
、
ニ
15
1
の
爲

替
相
場
の
み
が
法
律
的
に
承
認
さ
れ
て
席
り
、

一
方
を
公
定
相
場
と
し
、
他
方
を
自
Ei
l
相
場
と
し
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
り
、
叉
ド
イ
ツ
の

場
合
の
如
く
に
、

一
個
.の
公
定
相
場
の
外
に
*
多
數
の
割
引
相
場
を
公
認
し
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
兩
者
孰
れ
も
、
外
國
爲

-
#の
供
給
を
政
府
が
實
際
に
獨
占
し
、
之
を
需
要
者
に
對
し
て
*
訐
戴
的
に
割
當
供
給
す
る
こ
と
に
ょ
'O'
て
、
實
行
さ
れ
る
制
度
で
あ 

る
o 

——

ニ
蜇
爲
替
制
度
の
適
例
は
ア
ル
デH

ン
テ
ィ
ン
で
あ
る
。

同
國
の
ベ
ソ
は
一
九一

一
九
年
下
半
期
か
ら
促
落
を
始
め
、

一
九
三I

年
十 

月
に
は
一
九
ニ
九
年
平
價
の
約
六
〇
パ
ー
ゼ
ン
ト
^
達
し
た
が
、
そ
の
水
準
を
以
て
金
に
釘
付
さ
れ
、

一
九
三
三
年
十1

月
ま
で
到
つ 

た
。
と
こ
ろ
が
べ
ソ
は
明
か
に
過
大
評
價
さ
れ
た
結
果
、
ア
ル
デH

ン
テ
ィ
ン
の
輸
出
は
減
退
を
洱
開
し
、
輸
入
は
引
續
き
増
大
の
傾 

向
を
示
し
た
。
そ
こ
で
、I

九
三
三
华
十
一
月
に
*
更
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
方
ぺ
ソ
の
減
價
を
許
し
、
玆
に
公
定
市
場
と
自
由
市
場
と 

の
ニ
茁
制
度
を
建
て
た
の
で
ぁ
る
。

.

即
ち
、
輸
出
質
易
か
ら
取
得
さ
れ
る
外
國
爲
替
は
一
切
、
公
定
市
場
に
於
い
て
—

換
言
す
れ
ば
中
央
銀
行
に
對
し
て
—

賣
却
さ 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
若
干
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
例
外
は
主
と
し
て
、
そ
の
取
得
外
國
爲
替
の 

自
FI
1
市
場
に
於
け
る
賣
却
を
許
す
こ
と
が
刺
戟
と
な
つ
て
輸
出
を
促
進
し
得
る
種
類
の
商
品
な
の
で
あ
る
。

1

九
三
九
年
九
丹
以
前
に
於
い
て
は
、
ベ
ソ
は
一
ポ
ン
ド
に
付
十
五
ぺ
ソ
の
公
定
貿
相
場
を
.以
て
、
ポ
ン
ド
に
釘
付
さ
れ
て
ゐ
た
。 

而
し
て
そ
の
貿
上
げ
ら
れ
た
外
釩
爲
替
は
、
輸
入
業
苕
そ
の
他
に
對
し
、
旣
往
の
實
績
に
张
く
割
當
制
を
以
て
資
却
せ
ら
れ
る
の
で
あ 

っ
て
、
そ
の
寶
却
相
場
は
一
ポ
ン
ド
に
付
十
六
又
は
十
七
べ
ソ
で
あ
っ
た
。(

一
九
三
九
年
七
；

2：

に
は
十
七
ぺ
ソ〕

即
ち
一
ポ
ン
ド
に
付 

一
又
はH

ぺ
ソ(

又
は
そ
れ
に
相
當
す
る
外
貨)

だ
け
、
中
央
銀
行
に
と
つ
て
利
益
と
な
る
の
で
あ
る
。

.

ア
ル
ヂ
JC
.
ン
テ
ィ
ン
人
の
取
得
す
る
外
國
爲
替
の
中
、
.
'右
の
如
く
公
定
市
場
'に
於
け
る
赍
却
を
强
要
さ
れ
な
い
部
分
-
そ
れ
は
前

記
の
蒞
千
輸
出
商
品
と
主
に
眼
に
見
え
ぬ
輸
出
と
か
ら
取
得
さ
れ
る
外
國
爲
替
で
あ
る
1

は
、
自
由
市
場
で
寶
却
す
る
こ
と
を
許
さ 

れ
る
。
中
央
銀
行
は
削
當
制
度
を
嚴
守
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
公
定
寶
及
び
買
相
場
を
堅
持
す
る
こ
と
が
出
來
る
け
れ
ど
も
、
自
出
市 

場
に
於
い
て
は
、
公
免
割
當
を
得
ら
れ
な
い
輸
人
業
衮
そ
の
他
が
賈
注
文
を
出
す
こ
と
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
自
FJ
1
相
場
の
變
動
の 

範
圍
は
比
較
的
大
で
あ
り
、
公
定
相
場
ょ
り
割
高
で
あ
る
を
常
と
す
る
。
中
央
銀
行
の
報
吿
に
ょ
.る
と
、
輸
出
爲
替
の
九
〇
パ
ー
セ
ン 

ト
は
公
定
市
場
に
賫
却
せ
ら
れ
、
之
を
以
て
、
同
國
對
外
債
務
支
拂
.の
全
額
と
輸
入
の
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
が
賄
は
れ
て
ゐ
る
の
で
、 

自
由
市
場
に
於
け
る
變
動
に
ょ
つ
て
爲
-#
取
引
が
妨
害
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
.は
な
い
。
否
、
自
由
市
場
は
公
定
市
場
の
安
全
瓣
と
な
っ 

て
ゐ
る
、
と
述
べ
て
ゐ
る
、
 

,

1!
>
:界
爲
#
政
策
の
葙
干
特
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に
就
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世
界
爲
将
政
策
の
苦
干
特
微
に
就
い
て 

、

；
. 

, 
ー
0
六

(

七
ニ一)

重

複

爲

替

制

度
 

,

m
複
爲
替
制
度
の
事
例
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
は
：
ド
イ
ヴ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
爲
替
政
策
を
簡
單
に
說
述
す
る
と
と
は
困
雛
で
あ
る 

が
、
そ
:^
特
質
を
指
摘
す
る
と
、

(

一y

金
本
位
時
代
の
舊
平
價
を
依
然
公
定
相
場
と
し
て
利
用
し
て
ゐ
る
こ
と
： 

.

(

ニ)

爲
替
封
鎖
制
度
を
利
用
し
て
、
幾
多
の
減
價
し
た
爲
替
相
場
の
維
持
を
圖
っ
て
ゐ
る
こ
と
，

S

0
ド
イ
ツ
の
制
度
に
於
い
て
は
、
所
謂52

出
市
場
み
.稱
し
得
る
も
の
が
な
い
こ
と
。
但
し
公
宛
マ
ル
ク(

一

九
三
九
年
九
月
の

取
引
中
絕
に
至
る
ま
で
ー
ー
ユ

_ゥ
*
ョ
ー
ク
に.於
い
て
四
〇
.セ
ン
ト
裏
の
相
場
を
維
持
し
た)

は
、
各
種
の
封
鎖
マ
ル
ク
ょ
り
も
一
庇
疝

由
に
利
用
し
得
る
の
で
、
屢

M々
s

マ
ル
ク
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

玆
に
封
鎖
さ
れ
た
外
_
爲
替
と
い
.ふ
の
は
、
外
國
人
が
二
宛
國
に
對
し
て
有
す
る
滿
期
到
來
の
債
權
*
浩
し
く
は
常
該
國
內
に
有
す

る
顼
金
又
は
證
券
で
あ
っ
て
、
所
有
紫
た
る
外
國
人
が
自
由
に
外
貨
に
換
へ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
爲
替
封
餓

は
、
何
等
の
豫
街
な：

く
行
は
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
、
輸
出
が
突
然
激
減
を
示
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
相

應
し
た
輸
入
の
減
少
を
伴
は
ず
、
從
っ
て
爲
替
相
場
の
暴
；落
を
來
た
す
處
れ
の
.あ
る
場
合
の
如
き
は
、そ
の
强
行
さ
れ
る
機
#
と
な
る
。

' 

I 

•

而
し
て
斯
か
る
封
鉗
を
弥
行
！
'た
後
、
外
國
債
權
若
と
の
間
に
、封
鎖
解
除
の
協
議
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
近
年
に
於
い
て
ブ
ラ
デ
ル
は
*

斯
ぅ
し
た
過
程
を
數
囘
繰
返
し
た
の
で
あ
る
。

'
 

_

し
か
し
、
斯
か
る
場
合
に
は
、
當
該
國
の
饵
常
的
爲
替
政
衆
と
稱
し
雛
い
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
旣
に
m
要

• 

-

な
る
ぬ
#
政
策
の
鞲
成
要
素
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

. 

、

固
ょ
o
ド
イ
ツ
の
場
合
と
跳
も
*
そ
の
發
端
は
、

一
九
三
一
年
の
金
融
恐
慌
に
隨
伴
し
た
對
外
短
期
債
跋
の
封
鎖
に
在
る
の
で
あ
る 

が
、
し
か
し
間
も
な
く
、そ
れ
か
ら
二
つ
の
型
式
.

I
鎖
勘
定
制
が
考
案
せ
ら
れ
、
•そ
れ
ぐ
ド
イ
ツ
爲
替
政
策
上
に
重
要
な
る
地
位
を

占
め
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

第
一
の
裂
式
は
、
外
國
人
が
ド
イ
ツ
に
保
有
し
且
S

却
を
希
望
す
る
銀
行
2

、
有

馨

券

、
動
産
、
.並
に
不
動
産
か
ら
成
立
し 

て
-
る̂
。
こ
1
等
の
各
植
勘
定
か
ら
生
ず
る
ラ
イ
匕
ス
マ
ル
ク
は
、
そ
.

Q
s

*.^

に

產

Q

差
異
が
あ
り
且
つ
そ
の
害
B
の
程
度
に
も
相 

違
が
あ
る
が
、
兎
に
？
：そ
れ
に
從
つ
て
外
貨
に
換
へ
t

と
が
許
さ
れ
る
。
斯
く
し
て
、
例
へ
ば
、
_

協
定
の
下
に
封
鎖
さ
れ
た
銀 

行
1

は
、
一
九
三
一
部
の
六
十
一
一
一
億
マ
ル
ク
か
ら一

九
三
八
年
九
月
末
の
八
億
三
千
九
S

マ
ル
ク
に
議
し
た
？

あ
る
が
、
そ 

れ
は
主
と
し
て
レ
ギ
ス
タ
ア
マ
ル
i

び
旅
行
マ
ル
ク
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
I

。
今
そ
の
外
貨
へ
0
換
_

集

す

と

次

の如

く
で
あ
る
。 

■

‘

ー
九
ニ
九
卬
の
金
平
惯
に
對
す
る
封
鎖
マ
ル
ク
の
百
分
率各

十

月

公

マ
ル
ク

レ.ギ
ス
タ
ア
マ
ル
ク

 

‘ 

旅

行

マ
ル
ク 

信
用
封
鎖

マ
ル
ク
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.世
界
爲
替
政
策
の
若
干
特
徵
に
就
い
て
.

' 

I o

八

(

七
ニ
四)

證

券

封
ft
マ
ル
ク 

、

二 

o•三 

一
八
•〇 

一

.T
四

.

兎
に
角"
こ
c>
.種
の
.封
鎖
勘
定
の
利
用
に
よ
り
，
，所
謂
附
加
的
輸
出
が
刺
戟
せ
ら
れ
、
或
は
資
本
引
揚
の
爲
替
相
場
へ
の
影
響
が
統 

制
さ
れ
る
を
得
た
の
で
あ
る
o

ド
イ
ツ
爲
替
政
策
に
於
い
て
よ
り
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
.
第
二
型
式
の
封
鎖
勘
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
ス
キ
マ
ル 

ク(

國
內
支
拂
の
た
め
の
外
國
人
特
別
勘
定)

と
稱
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
ド
イ
ツ
商
人
於
、
淸
算
協
定
、
バ
ー
タ
ー
制
、
或 

は
乘
償
協
定
等
幾
多Q

貿
易
政
^
の
下
に
、
外
國
か
ら
輸
入
し
.た
商
品
，の
代
金
支
拂
と
し
て
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
を
湏
託
す
る
勘
矩
な
の
. 

で
あ
る
。
而
し
て
當
該
外
國
輸
出
業
者
は
、
こ
の
勘
定
に—

拂
込
ま
れ
た
マ
ル
ク
を
以
て
、
特
定
ド
イ
ツ
商
品
の
購
入
を
な
し
得
る
の
で 

あ

る

.0
こ
の
種
の
^
鎖
勘
定
が
第
一
型
式
と
異
る

と
こ
ろ
.は
、
外
國
輸
出
業
者
が
、
そ
の
輸
出
代
金
，の
全
部
か
或
は
一
部

か
を
封
鎖
マ 

ル
タ
の
形
で
受
領
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
^
豫
め
承
知
せ
る
點
に
あ
る
の
で
あ
る
。

今
、
こ
の
ア
ス
キ
マ
ル
ク
が
特
に
利
用
せ
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
對
ラ
テ
ン•

T
メ
リ
カ
質
易
の
場
合
を
み
る
と
、
例
へ
.ば
ア
ル
デ

ヱ
ン 

テ
ィ
ン
の
輸
出
業
者
は
、
對
獨
輸
出
代
金
.を
ド
イ
.ツ
の
一
銀
行
忆
於
け
る
預
金
に
よ
つ
て
支
拂
を
受
け
る
.0
こ
の
：マ
ル
ク
は
ア
ル
、チ
，エ
 

ン
テ
ィ
ン

•
ぺ
ソ
に
も
、又
そ
の
他
の
外
貨
に
も
換
へ
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ア
ル
デ
ヱ
ン
テ
ィ
ン
で
消
費
す
る
特
定
ド
イ 

ツ
商
.品
の
買
入
れ
に
利
用
し
な
け
れ
；は
な
ら
な
い
の
で
あ

.る
。
し
か
も
、
ア
ル
デ
エ
.
.ン
.テ
ィ
ン
.の
輸
入
業
者
を
し
て
，
.
そ
の
稅
則
に
興 

味
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
ア
ス
キ
マ
ル
ク
を
公
觉
マ
ル
/ク
よ
b
も
相
當
割
則
す
る
の
で
あ
る
0
言
ひ
換
.へ
る
と
、
ア
ル
ヂ
エ
ン
テ
ィ
ン 

輸
出
業
者
は
、
そ
の
輸
出
商
品
に
對
し
て
、
.公
定
マ
ル
ク
を
以
て
す
る
よ
り
も
ア
ス
キ
マ
ル
ク
に
於
い
て
一
層
高5

代
金
を
受
領
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

，

即
ち
ド
イ
ツ
は
、
斯
か
る
封
鎖
勘
定
の
利
用
に
ょ
っ
て
、(

一〕

輸
出
の
.刺
戟一

輸̂
出
に
關
す
る
限
り
、
公
定
マ
ル
ク
の
過
大
評
俱 

を
囘
避
す
る
、
|

(

ニ〕

求
償
貿
易
の
追
求
.

——

ド
イ
ツ
が

一

定
國
か
ら
の
輸
入
に
澍
し
て
支
拂
ふ
代
金
は
、
當
該
國
に
對
す
る
•ド
イ 

ツ
か
ら
の
輸
出
の
金
融
.に
刺
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
.い
ふ
建
前

—

の

一
プ
ノ
の
目
的
を
達
成
せ
ん
と
し
て
來
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
右
の
目
的
を
實
現
す
る
た
め
に
爲
替
淸
算
制
度
及
び
パ
ー
タ
ー
制
度
-—

兩
者
と
も
封
鎖
勘
定
と
マ
ル

ク
の
割
引
と
を
內 

容
と
す
る_

.を
も
利
用
し
て
ゐ
る
が
、兎
に
灼
ド
イ
ツ
の
如
上
の
爲
替
政
策
が
、第
ー
一
次
ヨ
M n

ッ
バ
戰
爭
に
ょ
っ
て
如
何
な
る
影
響 

を
受
け
、'
a
つ
如
何
な
る
展
開
を
な
す
か
は
、
戰
爭
自
體
の
推
移
、
殊
に
英
佛
.側
に
於
け
る
經
濟
對
鉞
が
今
後
如
何
な
る
成
果
を
擧
げ

る
か
に
*
懸
つ
て
存
す
る
こ
と
で
あ
る
_

世
界
饬
稃
政
策
の
装

干
特
徴
に
就
い
て
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